
https://schoolbag.wpx.jp/ ランドセル 評価基準について 
 

当サイトが独自の評価基準を設けている理由 

ランドセルは小学校6年間＝約1,200日にわたり毎日使用する通学用品であり、成長途中のお子さまの身体に直接的な影

響を与える重要なアイテムです。 

 

近年では教科書の大型化やタブレット端末の導入により通学時の荷物が重量化しており、フットマーク株式会社の調査（

2024年）では小学1〜3年生の約90％が「ランドセルが重い」と感じていること、そして教科書を入れた状態での平均重量

が約3.94kgに達していることが報告されています。 

体に合わないランドセルを使用し続けることで肩こり・腰痛・姿勢の悪化などの心身の不調を引き起こす、いわゆる「ランド

セル症候群」のリスクも指摘されています。 

 

一方で、ランドセルはメーカーやブランドによって価格帯・素材・機能・デザイン・保証内容に大きな差があり、一般社団法

人日本鞄協会ランドセル工業会の「ランドセル購入に関する調査」によると、ランドセルの平均購入金額は年々上昇傾向

にあり、高額な買い物であることに変わりありません。 

 

また、消費者庁の「比較広告に関する景品表示法上の考え方」（比較広告ガイドライン）においても、比較広告で主張する

内容は客観的に実証され、正確かつ適正に引用されていることが求められています。 

 

こうした背景を踏まえ、当サイト「ランドセルのコンパス」では、保護者の皆さまが「根拠のある情報」に基づいてランドセル

を比較・検討できるよう、以下の4つの観点から独自の評価基準を設けています。 
 

 

 

 評価情報の出典と調査方法 

 

当サイトの評価は、以下の情報源に基づいています。 

 

各ランドセルメーカー・ブランドの公式サイトから、商品ラインナップ、素材、重量、価格帯、機能仕様、カラーバリエーショ

ン、修理保証の内容、レンタル対応の有無、リメイク対応の有無などの基本情報を取得しています。 

 

一般社団法人日本鞄協会ランドセル工業会が毎年実施する「ランドセル購入に関する調査」から、平均購入金額の推

移、人気カラー、購入時期、重視される選定ポイントなどの市場データを参照しています。 

 

楽天市場・Yahooショッピング・Amazonの購入者レビューから、各ブランドに対する実際の購入者による評価傾向を確認し

ています。 

 

Instagramの投稿から、ブランド名やモデル名に関連する投稿件数を調査し、認知度と利用者の声を把握しています。 

 

独自アンケート調査として、実際にランドセルを購入し使用しているご家庭を対象にアンケートを実施し、使用感、耐久

性、お子さまの満足度、保護者の後悔ポイントなど、公式サイトだけでは把握できない実体験の声を収集しています。 

 

すべてのランドセルメーカー・ブランドを同一の基準・同一の情報源で調査することで、恣意的な評価を排除し、公平性を

担保しています。 

 
 

 



評価の4つの観点 
 

観点1：コストパフォーマンス 

 

この観点を設けた理由 

 

ランドセルは決して安い買い物ではなく、ランドセル工業会の調査によると、平均購入金額は年々上昇傾向にあり、高価

格帯のランドセルを選ぶご家庭の割合も増え続けています。 

 

ランドセルは基本的に6年間買い替えることのない製品であるため、価格の高低だけではなく、保証制度やレンタルの有

無など、購入前後の安心感を含めた「6年間の使用に見合う費用対効果」を総合的に評価する必要があると考えていま

す。 

 

消費者庁の「比較広告ガイドライン」でも、価格比較においては条件をそろえた客観的な比較が求められており、当サイト

ではこの方針に則り、同条件での費用比較を行っています。 

 

 

調査項目 

 

「レンタルの有無」について、ランドセルは試着なしで購入すると、お子さまの体に合わない場合があります。購入前にレ

ンタルで実際に試せるサービスがあるかどうかは、購入後の後悔を防ぎ、結果的にコストパフォーマンスに直結する重要

な要素として確認しています。 

 

「保証の有無」について、ランドセル工業会の認定規格では「6年間の通常使用時、無償修理対応が保証されていること」

が定められています。6年間の修理保証があるかどうかを確認しています。 

 

「保証の範囲」について、「通常使用」の定義はメーカーによって異なります。不注意や過失による故障（引っかけによる破

損、金具の変形など）も含めた全損無料対応なのか、通常使用に限定した保証なのかによって、6年間の安心感と実質

的な費用負担に差が生じるため、保証の範囲を確認しています。 

 

「平均価格帯（人気ラインナップの価格帯）」について、各メーカーの主要モデル・人気ラインナップの販売価格を調査し、

他メーカーとの相対評価を行っています。ランドセル工業会が毎年公表する平均購入金額の推移も参考指標として活用

しています。 
 

 

観点2：デザイン性 
 

この観点を設けた理由 

 

ランドセル工業会の調査によると、購入の決定理由として「子どもの好きな色だった」「デザインがよかった」が毎年上位を

占めており、色やデザインが購入決定において最も大きな影響を持つ要素であることが示されています。 

 

また、男児では黒が定番ながら青・紺・緑など多色化が進み、女児では紫・薄紫（ラベンダー）系が人気を集めるなど、

年々カラーの選択肢が広がる傾向が続いています。6年間毎日使い続けるものであるため、お子さまが「自分で選んだ」

という愛着を持てるデザインの豊富さは、長期使用のモチベーションにも直結する重要な要素と位置づけています。 

 

調査項目 

 

「ラインナップ・デザインの数」として、各メーカーが展開するデザインラインナップの種類数を調査しています。シンプル・

クラシック系からスポーツ系、かわいい系、大人っぽい系など、多様なデザインテイストのモデルが用意されているかを確

認しています。 



 

「カラーバリエーションの種類」として、1つのラインナップにおけるカラーバリエーション数（最大数）を調査しています。男

女それぞれの人気カラーがカバーされているかに加え、ジェンダーにとらわれない自由な色選びに対応できる幅広いライ

ンナップがあるかを確認しています。 

 

「カスタマイズの有無」として、かぶせの鋲やステッチの色、内装デザインなどを自分好みに変更できるカスタマイズ対応

の有無を確認しています。 

 

「オーダーメイドの有無」として、色・素材・金具・内装などをお子さま自身が一から選んでオリジナルのランドセルを作れる

オーダーメイド対応の有無を確認しています。カスタマイズよりもさらに自由度の高い選択肢として、独立した項目で評価

しています。 
 

 

 

観点3：人気と実績 
 

この観点を設けた理由 

 

消費者庁の「比較広告ガイドライン」では、客観的事実に基づかない表現が不当表示として規制されています。そのため

当サイトでは、メーカーの自称や広告表現ではなく、実際の利用者の声（口コミ・レビュー）と第三者プラットフォーム上の

客観的データ（投稿件数・購入者評価）に基づいて、各ランドセルの実態を把握することを重視しています。 

 

また、2023年10月1日施行の景品表示法改正により、ステルスマーケティングが不当表示として規制対象となったことを

受け、当サイトでは広告と利用者の自発的な口コミを明確に区別したうえで調査を行っています。 

 

調査項目 

 

「SNS上の認知度（Instagram投稿数）」として、ブランド名に関連するInstagram投稿の件数を調査し、どの程度広く認知さ

れているかを確認しています。投稿件数は利用者数や話題性を間接的に示す指標であり、母数が多いほど口コミ情報の

信頼性も高まると判断しています。 

 

「楽天市場の購入者評価」として、楽天市場における購入者レビューの評価傾向を調査しています。楽天市場は実際に

商品を購入した方のみがレビューを投稿できるプラットフォームであり、購入者の実体験に基づく信頼性の高い評価情報

源と判断しています。楽天市場に出品していないメーカーについては、本項目の対象外としています。 

 

「Yahooショッピングの購入者評価」として、Yahooショッピングにおける購入者レビューの評価傾向を調査しています。楽

天市場と同様に、購入者の実体験に基づく評価を確認しています。Yahooショッピングに出品していないメーカーについて

は、本項目の対象外としています。 

 

「Amazonの購入者評価」として、Amazonにおける購入者レビューの評価傾向を調査しています。Amazonは国内最大級

のECプラットフォームであり、幅広い購入者層からの評価を確認できます。Amazonに出品していないメーカーについて

は、本項目の対象外としています。 

 

 
 

観点4：品質 

この観点を設けた理由 

ランドセルは6年間の使用を前提とした製品であり、途中で買い替えることは一般的ではありません。 

 



文部科学省は2018年に「児童生徒の携行品に係る配慮について」を各教育委員会に通知し、通学時の荷物の重量化が

子どもの健康に影響を与え得ることへの配慮を求めています。 

 

また、ランドセル工業会が定める認定規格においても、素材は皮革または人工皮革であること、すべての縫製が日本国

内で行われていること、6年間の使用に耐え得るものであることが求められています。こうした公的な基準や通知を踏ま

え、当サイトでは素材品質・機能性・安全性・付加価値に関する項目を独立した観点として設けています。 

 

調査項目と評価の根拠 

 

「重量」について確認しています。ランドセルの自重は、教科書やタブレット端末などを入れた際の総重量に直結します。

フットマーク株式会社の調査（2024年）では、荷物を入れた状態でのランドセルの平均重量は約3.94kgであり、3kg以上で

ランドセル症候群のリスクがあるとされています。ランドセル工業会によると、天然皮革のランドセルは1,400g前後、人工

皮革のランドセルは1,200g前後が一般的な重量とされており、これを基準として各メーカーの軽量化への取り組みを評価

しています。 

 

「背負いやすさに関する構造的工夫の有無」について確認しています。ランドセル工業会の「選び方のコツ」においても

「実際に子どもに背負わせて、体にフィットするものを選ぶ」ことが推奨されています。背負っていて痛くならない工夫や姿

勢が悪くならないための構造的工夫として、背カンの種類（固定型・左右連動型・左右非連動型）、肩ベルトの形状と素材

（立ち上がり型、S字型、クッション素材、通気性メッシュなど）、背あてのフィット感・通気性などの機構が設けられている

かを調査しています。 

 

「耐久性（6年間持つか）」について確認しています。6年間の使用に耐えるかどうかを、口コミ・レビュー情報などを参考に

調査しています。大マチ部分の型崩れ防止構造、かぶせの耐傷性、縫製の強度、金具の品質と耐久性などが、長期使

用に耐え得る設計となっているかを確認しています。 

 

「安全性（反射材などの工夫の有無）」について確認しています。登下校時の交通安全に関わる要素として、反射材（リフ

レクター）の配置の有無を中心に調査しています。暗い時間帯や雨天時の視認性を高める工夫がなされているかどうか

は、お子さまの安全に直結する重要な項目です。 

 

「ランドセルカバーの有無」について確認しています。ランドセルカバーはかぶせ部分の傷や汚れを防ぎ、6年間きれいな

状態を保つための保護アイテムです。購入時にカバーが標準付属しているかどうかを確認しています。別途購入が必要

な場合は追加費用が発生するため、品質維持の観点と費用面の両方から評価しています。 

 

「リメイク対応の有無」について確認しています。6年間使い終えたランドセルを財布やキーホルダーなどにリメイクする

サービスに対応しているかを確認しています。ランドセルを思い出の品として残せるかどうかは、6年間大切に使い続ける

モチベーションにもつながる付加価値と位置づけています。 

 
 

 

独自アンケート調査について 
 

当サイトでは、上記の公開情報に基づく調査に加えて、実際にランドセルを購入し使用しているご家庭を対象とした独自

アンケート調査を実施しています(実施サイト：クラウドワークス、https://crowdworks.jp/dashboard）。 

公式サイトの情報だけでは把握できない「購入・使用した当事者のリアルな声」を収集することで、より実態に即した情報

提供を目指しています。 

 

アンケートの調査項目 

 

アンケートでは、ランドセルを選んだ理由（決め手）、購入前に検討した他のブランド・メーカー、お子さま本人の満足度

（色・デザイン・背負い心地）、保護者の満足度（価格・耐久性・機能性）、実際の使用期間と現在の状態（型崩れ・傷・金

具の劣化の有無）、購入時に感じた説明の丁寧さ（店舗・展示会・オンラインストア）、修理保証の利用経験と対応満足

https://crowdworks.jp/dashboard%EF%BC%89%E3%80%82


度、通学時の背負い心地に関するお子さまの声（肩が痛い・重いなどの訴えの有無）、購入前に知っておきたかった情

報、購入して後悔している点、そして総合満足度について調査しています。 

 

これらの調査結果は、各ランドセルの口コミ・評判記事に反映しています。 
 

 

 

 
 

評価の更新について 

 

当サイトの調査内容は、各メーカーの公式サイト情報、ランドセル工業会の年次調査データ、楽天市場・Yahooショッピン

グ・Amazonの購入者レビュー、SNSの投稿状況等を定期的に確認し、随時更新しています。 

 

新モデルの発売、価格改定、保証内容の変更、販売終了などがあった場合は、速やかに反映するよう努めております。

特にランドセルの新モデル発表が集中する毎年2月〜4月には、重点的に情報の確認・更新を行っています。 
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免責事項 

 



当サイトの評価は、上記の公開情報および独自調査に基づく当サイト独自の調査結果であり、特定のランドセルメー

カー・ブランドの品質を保証するものではありません。 

 

ランドセルの使い心地やフィット感はお子さまの体格・成長段階により個人差がありますので、購入の際は可能な限り実

際にお子さまに試着（試し背負い）させたうえでご判断ください。また、掲載情報は調査時点のものであり、最新の価格・

仕様・保証内容・カラーラインナップは各メーカーの公式サイトにてご確認ください。 

 

当サイトはランドセルメーカーのアフィリエイトプログラムに参加しています。当サイト経由で商品を購入された場合、当サ

イトが紹介料を受け取る場合があります。 

ただし、アフィリエイトプログラムへの参加が評価基準やランキング結果に影響を与えることはありません。評価はすべて

上記の基準に基づいて独立に行っています。 
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